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イギリス音楽週間

Vol. 2 晴子と治子のレクチャーコンサート
〜ヴォーン・ウィリアムズと1870年代生まれの仲間たち〜

Vol. 5 ヴァイオリンとピアノで奏でるイギリスの抒情
〜 ヴォーン・ウィリアムズ生誕150周年〜（リサイタル）

岩渕 晴子 (ヴァイオリン)

関 治子 (ピアノ)

Vol.2 (レクチャー) 2022年9月2日(金)19:00開演 (18:30開場)

Vol.5 (リサイタル) 2022年9月4日(日)14:00開演 (13:30開場）

Studio26 (札幌市中央区南26条西8丁目3-30)

Vol.2 (レクチャー) 2,000円, Vol.5 (リサイタル) 3,000円 (全席自由）

Vol.2とVol.5のセット 4,000円、コンサートVol.1, 3, 5 のセット 8,000円、全5公演のセット 10,000円もございます。

ご予約は右のQRコードからお願い致します。
お問い合わせ：Studio26音楽企画 080-1887-1123

主催：Studio26音楽企画 後援：樂♪TOGETHER、札幌市、札幌市教育委員会、北海道新聞社

グスターヴ・ホルスト
5つの小品

レイフ・ヴォーン・ウィリアムズ
ロマンスとパストラール
舞い上がるひばり

エドワード・エルガー
朝の歌 Op.15-2

サミュエル・コールリッジ＝テイラー
カヴァティーナ



演奏曲目

Gustav Holst (1874-1934) グスターヴ・ホルスト
Five Pieces 5つの小品

I. Lied ohne Worte I. 無言歌
II. A Spring Song II. 春の歌
III. Greeting III. 挨拶
IV. Maya IV. マヤ
V. Valse-Étude V. ワルツ・エチュード

Ralph Vaughan Williams (1872-1958) レイフ・ヴォーン・ウィリアムズ
Romance & Pastorale ロマンスとパストラール
The Lark Ascending 舞い上がるひばり

Edward Elgar (1857-1934) エドワード・エルガー
Chanson de Matin 朝の歌 Op.15-2

Samuel Coleridge-Taylor ( 1875 – 1912 ) サミュエル・コールリッジ＝テイラー
Cavatina カヴァティーナ

岩渕晴子（ヴァイオリン）
奈良市に生まれる。京都市立堀川高校音楽科を経て、奨学生として英国王立音楽院

に留学。ロンドン大学音楽学士号および大学院演奏ディプロマ取得。
ブリストル大聖堂（イギリス）、エネスク・バルトークホール（ルーマニア）他、

国内外にてリサイタル開催。室内楽演奏会「ロンドン〜室内楽の散歩道」「０歳から
のファミリーコンサート」等主宰。国内外のオーケストラと、メンデルスゾーン、ブ
ラームス、チャイコフスキー他の協奏曲共演。イザイの無伴奏ヴァイオリンソナタ全
６曲、ヴァイオリン小品集ros marinusの２枚のＣＤ録音。兵庫芸術文化センター管
弦楽団第１期コアメンバー。

2015年より札幌市に拠点を置き、市民ロビーコンサート、OKUI MIGAKUギャラ
リーコンサート、NHK文化センター「朝の音楽サロン」等に出演。2019年ザ・ルー
テルホール・ミュージック・トゥモーロ―にてブラームスのクラリネット・ソナタ
（作曲家自身の編曲によるヴァイオリン版）を取り上げた。札幌音楽家協議会会員。
https://kono-iwabuchi.com

関治子（ピアノ）
関治子は北海道大学文学部（英米文学専攻）を卒業後、英国王立音楽院修士課程に入
学。1991年7月、同課程を首席で終了し、アカデミー最高のディプロマDipRAMを取
得。渡英前は沼田元一、ジュラ・キッシュ、アイボー・デービスの各氏に師事。王立
音楽院ではクリストファー・エルトン、ピアーズ・レイン、キャソロン・スターロッ
クの各氏に師事。1993年にロンドン大学より音楽学修士号を取得。卒業後は主にイギ
リス及びヨーロッパ、日本で精力的な演奏活動を続けている。米国イリノイ州セン
ト・チャールズ国際ピアノコンクール, ブラント ピアノコンクール （英国）及び
クロイドン・ローヤル・オーケストラ・コンクール（英国）での優勝はじめ、数々の
コンクールでの入賞者関治子は、セント・ジョンズ・スミス・スクエアでロンドン
デビューを果たしたときの優れた演奏が批評家の注目を引くところとなり、ウイグモ
ア・ホール、サウス・バンク、フェアフィールド・ホール等ロンドン有数の演奏会場
を含めて、イギリス全域、ヨーロッパ各地でで活発な演奏活動を行ってきている。英
国王立音楽院より、その顕著な活動振りが評価され、アソシエイトシップの称号
ARAM（王立音楽院名誉准会員）を授与されている。


